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令和４年２月現在 

【事業者概要】 

紫波サイダリー合同会社は、アメリカ出身で紫波町内の学校で ALTとして働くハワード代表

とワレニウス氏でホップサイダーを製造する計画から始まり、平成 31年に合同会社を設立。

以後、紫波町特産のりんごを使ったホップサイダーを商品化し販売している。地域別のりん

ごごとにサイダーを製造しており、絞った地域が分かるようにラベルを分けて出荷してい

る。 

 

【事業概要】 

◇背景・経緯 

・南部杜氏発祥の地として 4つの造り酒屋、ワイナリーを有する紫波町において、これまで

ホップサイダー（ホップ入りシードル）により酒類の新分野を開拓してきた当社が、町の新

たな特産品開発を目指すための商品開発を検討。主力商品であるホップサイダーを製造しな

い夏期に、空いている既存の設備を使って製造できるものはないか考慮の末、はちみつを原

料とするミード 2種(キューカンバーミード、ジンジャーミード)の開発に取組んだ。 

◇開発概要 

・岩手県工業技術センターとの共同研究によるレシピ開発を行った。ミードの原料であるは

ちみつは発酵させるのが難しいと言われていたが、分量とそれに伴う発酵にかかる時間など

を分析により見極めることができた。キューカンバーミードにおいてはきゅうりのフレーバ

ーのバランス、ジンジャーミードにおいては生姜とレモンのフレーバーのバランスの取り方

を考慮し、自社設備で製造できるレシピを開発することができた。自社設備を使った製造は、

共同研究での試験醸造よりも多い製造量を仕込んだが、共同研究において時間をかけたレシ

ピ開発のおかげで、1回目の仕込みで目指す味に近い味に仕上げることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村名 岩手県紫波町 

事 業 名 ミード開発事業 
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企業等の名称 紫波サイダリー合同会社 

代表者氏名 代表役員 ハワードドナルドジェファーソン 

所 在 地 岩手県紫波郡紫波町升沢字田中 18番地 

連 絡 先 019-658-8670 

Ｕ Ｒ Ｌ https://shiwacidery.com/ 

《醸造施設内(耐圧タンク)》 《醸造施設内(油圧プレス機)》 



【成果】 

◇地域性・特徴 

・キューカンバーミード 1,794本、ジンジャーミード 

2,024本を制作。670セットをサンプルとして配布し、 

オンラインアンケートを実施したところ 155件の回答 

を回収できた。消費者の正直な感想を聞けたことは大 

きな収穫となった。 

・欧米では近年ミードに注目が集まっている一方、 

日本での認知度はまだまだ低く、製造している企業数 

は 10 社程度と市場の若さも際立つ。加えて、これら 

の企業のほとんどがワインスタイルの製品を製造して 

おり、はちみつの甘さを活かしたプレインな味のものが主流である。当社が今回開発したミ

ード２種は、どちらも炭酸をきかせたビールスタイルのもので、控えめな甘さとホップの苦

みを基調としつつ、一方はきゅうりの爽やかさを、もう一方はレモンとジンジャーのフレー

バーを共存させた味わいとしており、国内市場には全くないスタイルのもので新規性があ

り、ビールやハイボールといった炭酸入りアルコール飲料の人気が高い現市場でも競争力が

あるものと見込んでいる。 

・紫波町産のきゅうり、近くにある水分神社の麓からでている良質な湧き水、盛岡のはちみ

つを使用している製品であり、地域資源を活かした商品開発となっている。 

 

◇商品化・販売先 

・令和 3 年度は設備投資に向けた調査の時期とし、ミード製造及び商品化は実施しなかった。 

・レシピ開発を共同研究として実施した岩手県工業技術センターに引き続き助言をいただき

ながら、設備投資を検討している。新型コロナ感染症の影響で、売上が伸び悩んでいること

から、資金調達には慎重にならざるを得ないが、令和 4 年度に向けて前向きに検討している。 

 

【今後の展望】 

・レシピ開発後、自社設備で製造してみることにより、既存設備でできることとできないこ

とを見極めることができ、今後の量産化に向けて課題が見えたことは収穫であった。 

・醸造施設である程度まとまった量を製造できる体制は整ったが、既存の設備ではきゅうり

や生姜、レモンの破砕・搾汁に不向きであるという課題がある。きゅうりの皮むきとレモン

の絞りは手作業が必要で非常に労力がかかるため、大量生産をおこなうにあたってのネック

となっている。 

・生産は順調であるが販売やプロモーションには課題がある。店舗販売のほか、飲食店にも

卸したいが、新型コロナウイルスの影響で中々進んでおらず、終息後に卸先を拡大していき

たい。 

・ミードははちみつの単価も高いため単価も高くなるが、地域資源を活用している商品の価

値をしっかり伝え、付加価値を高めていきたい。今後も既存商品を発展させて、色々な商品

開発を考えている。 
 

《当事業で製造したミード》 


